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チベ ッ ト撰述仏典 の中で,無 量寿仏 や無 量光仏 をあつか った ものは多 い。数
多 くの高僧 の全書(gsu血一'bum)類を展 望 してみ ると,実 に多 くの人 が これ ら
二仏 に関す るsadhana(sgrub-thabs)を著述 して いる。
ラーガアスヤ(:.a-sya)は その著 「rnam-dagbde-chenshin-gismon-
Ol
am(極 楽浄土の願文)」の中で,
厂'dilasphan-yonthe-bamed/'dilaszab-pa'igdams-nagmed/na-yi
chos-kyirtsa-bayin/(これに過 ぐる利徳 はない。 これ よ り深 い教 えはな
OO
い。私 の教法 の根本で ある。)」
とまで言 って いる。ちなみに彼 は同書の 中で,
「'di-nimdo-lugsyin-pa'iphyir/lunmathobkyan'donnirun/(これ
0
は顕教で あるか ら,直 伝を得 ず とも唱え ることが出来 る。)」
と述べて いるが,こ れな どは例外で,師 子相承 を厳密 に守 るチベ ッ ト仏教では
これ らsadhana類は直伝(lun)を受 けねば読誦 さえ許されない場合 が多い。
またその直伝 は普通密伝の形 を とり,し か もその密伝 はご く限 られた弟子に し
か与 え られな かった。パ クパ('phags-pa)が著 した無量寿仏のsadhana「tshe-
dpag-med-kyisgrub・thabsbzab-mo(無量寿仏成就深甚法)」の奥書 きには次
の ような文があ る。
リ コ 　エ 　 ハタリ コ　 　 ゆコの コハ タし り　 ニニよ ね ハみ オリ　 コドム　し　コ ツ　ユ1しs夏1uユuin1δ1uu-ill[1111diii-pa8u8一呂 mgms-1uδuylnzllu且 鳳 ∬・uuspじユ・
barrnibyaLin'byun-khunssba-barmibyaste//bla-madatine-bar
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gdams-palabrnas-par'gyur-ro/(この方法 は弟子 の行者 の一人か二人
〔だけ〕に与えて,多 く 〔の人には〕広めてはな らない し,源 処 を汚 して はな
らない。 〔さもな くば,修 行 者が彼の〕無上師(ラ マ)と その教 えを軽視す る
④
ようにな る 〔可能性 がある〕。)」
この ように ごく限 られた入 々の聞で細 々とではあるが綿 々 と受 けつがれて きた
sadhanaの相承は,記 述 されない場合 があ り,不 明で ある部分 が少な くな い。
今,こ の無量寿仏 ・無量光仏 に関 して は,翻 訳官バ リ尊者(rjeba-rito・tsa-ba)
か らサキ ャパ ンディタ ・ク ンガーゲ ンツェン(kun・dga'rgyal-mtshan)を経 て
サキ ャ派へ と伝承 された もの,マ チク(magcig)を源 と してニ ンマ派やカ ・ー
0ギ
s派 に伝承 された もの,そ の他数 々の異伝 があるが,い ずれ も明 らかである
とは言えない。
さて,こ の無量寿仏 ・無量光仏のsadhanaの中で最 も多いのがguru・yoga
にの っとって修す るsadhanaである。guru-yogaとはチベ ット仏教の中で特
によ く好 まれる修法で,自 らの師(guru,bla-ma)を瞑想 の中で特定 の仏 ・菩
薩 と合一不二であ ると観想 して数 々の修法をなす ものであ るが,衆 生済度 のた
めに穢土へ と化身す る無量 光仏 が現前 の ラマ と合一であ るとす る考えは,修 行
者 に とって はきわめて自然 な形で観想 されたであろ うと思 う。パ ンチ ェンラマ
三世 のロプサンペーデ ンイ ェシェー(blo-bzandpa1-1danye-ses)が著 した
「mgon-po'od-dpag-med-labrten-pa'ibla-ma'irna1.'byor'pho.ba'iman-nag
danbcas-pa(〔臨終行儀 と しての〕 ポワ'pho-baの教 えを付 した救世無量光
⑥
仏 にの っとって修す るグル ヨーガ)」などはゲ ルー派で はよ く修 され るもので,
ナ ーデ ィ(気 脈)を 使 った ヨーガの修法 と,無 量光仏 の来迎 や蓮華化生 の教え
な どが巧みに合一 されたす ぐれたsadhanaであ る。
チベ ッ トの民衆 に とって無量寿仏 ・無量光仏 は不老不死 の神 のごと く受 けと
られていたよ うだ。それ は単 にその名か らの連想 のみで な く,実 際 に 多 く の
sadhanaが不老不死 を もた らす神 のごとき特性を無量寿仏 や無量光仏 に付与 し
て い るので ある。パ ンチ ェ ンラマ三世の著 「dnos-grubgter-mdzod(成就の埋
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)」 に は 次 の よ う な 文 章 が あ る 。
「∴・de'idus-subcom-ldan-'dasmgon-po'od二dpag-tomed-pade'isku
las'chimedbdud-rtsi'irgyundpag-tumed-pababs%randanmtha'
skor-nayod-pa'iBerns-canthams-cadkyilus-lapog-pastshe'khor-ba
thog-rnamed-panasbsags-pa'isdig-sgribthams-cadbyanzindagnas
/'chi-bamed-pala-s●gs-pa'ibyinrlabsthams-cadtugs-parbsams/.(・一・
そ の 時,そ の 救 世 世 尊 無 量 光 仏 の 御 身 か ら不 死 の 甘 露 が と め ど な く湧 き 出 し
て 〔観 想 者 〕 自 身 と 〔そ の 〕 回 り に 居 るす べ て の 衆 生 の 体 を 満 た して,無 始
永 却 の 昔 か ら作 り貯 め て き た 罪 障 の 一 切 を 浄 化 して,不 死 等 の 加 持(神 力)
の す べ て が 〔こ の 身 に 〕 そ な わ っ た と 観 想 して … …)」
ま た,パ クパ の 「無 量 寿 仏 成 就 深 甚 法 」(原 題 前 述)に は,
rbcom-llan-'dasmgon-potshe-danye-sesdpag-tumed-pa'irnal-'byor-la
brtennas/randangzangyitshebsrin-bar'dod-pa'igan-zaggis/
tshulfinis-kyis…(救世 世 尊 無 量 寿 無 量 慧 仏 の ヨ ー ガ に の っ と って 自 身 と 他
　
者 の 延 命 を 望 む 者 は,二 種 マ)方法 に よ っ で ・… ・)」
と い う よ う な 表 現 が あ る 。 ま た,
「tshe-dpag・med-kyiphyagmtshanbum-pa'inan-duzla-ba'idkyi1-'khor一リ ロヒハへ
gyidbus-suhrihyig-gimtharsnip-podan/gzunsringisbskor-balas
'od-zer'phros/rgyal-basrasbcas-kyibyin-rlabssogs'khor-'das-kyi
phun-tshogsthamscaddan/ran;gitsheyar-babrkus-pa-la-sogs-pa
thams-cadbsdus/snags'phren-lathim/de-lasbdud-rtsi'irgyunbabs
/bum-pa'chimedkyibdud-rtsisgan-ba…(無量 寿 仏 の 手 に 持 た れ て い る
壼 ⑱ 中 に 月 輪,.そ の 中 央 に 周 囲 を 大 小 の ダ ラ ニ の 輪 に 囲 ま れ たhrihの 文 字
〔が あ り〕そ こか ら光 が 放 た れ る 。 そ の 光 は 仏 菩 薩 の 加 持 な ど の 世 間 的 出 世 間
的 な あ ら ゆ る幸 福 孝 ・ 以 煎 に 失 っ だ り 〔悪 霊 に よ っ て 〕 盗 ま れ た り した 自 身
の 寿 命 な ど の す べ て を 集 め て も ど り,マ ン ト ラ の 輪 に 溶 け 込 む 。 そ こ か ら甘
露 が 湧 き 出 し,壺 は 不 死 の 甘 露 に よ って 満 た さ れ る 。 …)」
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0と 書 か れ た
sadhanaもあ る 。 こ の よ う に,不 死 の 甘 露 は あ る 時 は 光 と して 表
現 さ れ,あ る 時 は 寿 命 そ の も の で あ る と い う よ う に,無 量 寿 仏 や 無 量 光 仏 の 特
性 と 不 離 の も の と して 表 現 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
sadhana類か ら見 る 限 り,チ ベ ッ ト人 に と っ て の 無 量 寿 仏 は 次 の よ う な 様 相
を も っ て い る 。
rsku-mdogdmar-pozalgcigphyaggniskyismnam-pargzag-pa'isten-
natshe'ibum-pabsnams-pa/dbu-skraral-pa'ithortshugscan/rin-po
che'idbu-rgyan/snan-rgyan/mgul-rgyan/phyag-gdub/zabs-gdub
/se-mo-do/do-sal/'og-pagstergyanbrgyadkyisbrgyancili/dar
gyina-bza'klubs-pa/zabsrdo-rjeskyil-mo-krungisb彡ugs……(赤 色
の 身 体,頭 は 一 つ,二 つ の 手 は 禅 定 印 を 結 び,そ の 上 に 寿 命 の 壺 を 持 っ て い
る 。 髪 の 毛 は 長 髪 で ま げ を 結 い,宝 の 髪 か ざ り,耳 か ざ り,く び か ざ り ,う
で 輪,足 輪,胸 か ざ り,肩 か
ざ り,帯,こ れ ら八 種 の 装 飾
品 に よ っ て 飾 ら れ,身 に は 絹
の 衣 を ま と い,足 は 金 剛 結 跏
⑩趺
座 に よ っ て 座 っ て い る 。)」
こ れ に 対 して 無 量 光 仏 は,
rdri-medpadmara-ga'i
mdansldanzin%mtshan-
mchogsum-cugibsdandpe
byedbzan%brgyad-cuslegs
sprasbdud-rtsisyorlsgan-
ba'ijlhun-bzedmnambzag
gisbsnams……(無 垢 の ル ビ
ー の 〔よ う な 〕 輝 き を 持 ち ,
三 十 二 相 の す ぐ れ た 相 と八 十
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の随好によって厳飾され,甘
露によっていっぱいに満たさ
れた鉢を,禅定印 〔を示 して
いる手〕でお持ちになってい
u
る 。 …)」 「skumdogdmar.
pozalgcigphyaggniskyis
mnambzaggiphyag-rgya
mdzad-pa'istep-du/'chi
medye-seskyibdud-rtsis
gan-ba'ilhun-bzed'dzin-pa
/dbugtsug-tordanbcas
sintshans-parspyod-pa'i
chalugs'dzin-pa/zal'dz-
um-bagdanldanziii'od-zer
gyisbrgyan-pa/na-bza'
chos-gosnur-smrigdanbcassin/zabsrdo-rjeskyil-krungisbzugpa
/(赤 色 の身体,頭 は一つ,二 つの手で禅定印を示 した 〔その〕上に,不 死
・智慧 の甘露 によって満た された鉢を持 って いる。頭には頂髻を有 しつつ,
梵行者 の姿 を して,顔 には甘 い微笑を たたえつつ,光 明に よって飾 られてい
るa衣 服 は黄壊色 の法衣 を着 け,足 は金剛結跏趺座 によって座 っ て お ら れ
12
る。)」
と表現されるのみで,装 飾品をつけ肩までかかる長髪とともに表現される無量
寿仏 とは対照的である。
亘
ぎ ≒雌 祓}」 レ→一,_7げ 嵌 」払 宀宀 ノロ置1薫ナ.コム ノ 汢3〃a/写 丶}プA}、 り7■♪・↓勹ヴ 叱.冫顔一ム3L」 、.,.目U艮IJcVよ ゴ
ニ(二 し し 竹ゴ軫 くロコ1則 旧4τ コ1丑＼f寸 つ1し モ)V_ノVし丿VlLめ 、4し しaム ーんP,ノ ノ ノレ「
一派 の中には これ らとは別 に,派 祖 ッ ォンカバ によって まとめ られた所 のよ り
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顕 教的な もの,言 葉をかえ ると,よ り浄土 教的な無量寿仏 観想 法の 伝 統 が あ
,る。以 下に この点についての言及 を試 みて みたい。
ツ ォンカバ全書 の中には数点 の浄土教系小作晶が収 め られて いる。 いずれ も
緝 数数枚 の小晶であ るが ・その 中で最大の ものが,「bde-sman(極楽願文)」
で ある。 全書中 にはこの外に前者 と同 じ略題を もつ 「無量 光仏に対す る讃」,
そ して数行の小 さな願文が数編 あ る。「彡inmchogsgo'byed(最上 国開門)」
とい う略題 を持 ち 「bde-sman(極楽願文)」 とい う略称で親 しまれて いるこの
,/オンカバ造 の願文 は・正式 には 「bde-ba-cangyi彡induskye-ba'dzin-pa'i
smon-1amzinmchogsgo"byed(極楽国への往生 を得 る為 の願 文 『最上 国開
門』)」と題 され,大 谷大孛所蔵 のツォ ンカバ全書で は第三巻 目の87bから102a
まで の約13枚を占めて いる。内容 は 「無量寿経」 にえがかれて いる極楽 国の荘
厳 の様 相を観想 し易 い形 に摘要 しつつ編集 しなお した もの,と いうことが出来
る。
テキス トは 「影印北京版西蔵大 蔵経(TTP)」の続 篇(西 蔵撰述部)「宗喀 巴
全書」 に収録 されて いる。
No・6071vol・153(67-2-6)Ga,87b6-102a4ただ し,こ の テキス トに は誤字等
が非常に多いた め・筆 者はダ ラムサー ラのチベ ッ ト図書 館(LibraryofTibe-
tanWorksandArchives,Dharamsala(H.P.)India)1ご所蔵 されて いるツ ォ
ンカバ全書中の もの
Acc,No.1864Kha,85a5-100a3C
によって補正 しつつ,さ らに 厂無量寿経 」か らの引用部 分で はチベ ッ ト語訳刊
本であ る
「蔵和対訳無量寿経 」河 口慧 海(浄 土宗全書第二十三巻 「梵 蔵和英合壁浄土
三部経」p.213)
に よって,そ して偈 文の部 分では,後 述す るチ ャンキャの手 引き書 に引用 され
て い るものや読誦用略本(「極楽願文」の偈文部分を中心に抜粋縮小 した もの。
イ ン ドで巷に数種出版されている。)などによって随時訂正を加えなが ら読 み
6
チベット撰述の浄土教系仏典(小 野田)
進めて い った。
「極 楽願文」全体 の構成は,敬 礼偈 につづいてまず著述 の動機 が述 べ られ,
次 に 「無 量寿経」か ら三輩往生の部分 を引用 しつつ往生 の因につ いて の考察 が
あ る。そ れ らを序 文 と して極楽 国の様相を述べ る本文へ とつづ く。極楽 国の様
相の叙述 は,宝 樹の功 徳,宝 水 の功徳,宝 蓮華 の功徳,宝 楼 ・資財の功徳を含
む器世聞 的功徳 と,声 聞,菩 薩,菩 提樹下の無量光仏の様相 を叙 述 した有情世
間的功徳 との二つ の部分 に分 け られ る。つづ いて,強 い欣求 の念 がいかに重要
で あ るか が述 べ られた後 に,請 問の偈 と,ッ ォ ンカバ 自身の別願 が記 されて結
ばれて いる。
(「極楽 願文」著作の年時)
「極 楽願文」 の奥書 きには,次 の様 に記 されてい る。
r'diniblo-bzanBrags-pa'idpalgyisrdzin-phyi'igtsug-lag-khandu
sbyarba,iyi-ge-panibzan-skyongisbgyisso/(こ〔の書〕 は ロブ゜ サ ン
タ クペ ーペル(eツ ォンカバ)が ジンチの祭堂で著 し,筆 記者はサ ンキ ョン
⑲
が行な った。)」
ジ ンチrdzin-phyiというのはlho-kharrdzin-phyiともよばれ,ッ ォンカバ
が立教 開宗を した と伝 え られ る チ ョエル ン(chos-lun)寺のあ るオルカ('ol-
kha)に通ず る峠 にあた る。 そ のあた りには密教 の瞑想のた めの岩窟 が多 くあ
ヴた らしい。
これ と呼応するよ うに きわめて興味深 い逸話 がdge-legsdpalbza血一poによ
るツォ ンカバ小伝 「gsan-ba'irnam-thar」1こ記 されて いる。
rbde-bacanduSkye-ba'ismon-lamdan/miphammgongyiyan-dag
donbstod-pa/dongyilio-bogo-rim'jam-dbyanskyis/gsal-bargsuns
nastshigsbyorlegssbyar-ba/(『極楽 に生 まれる為 の願文』 と 『mipham
』 とは,意 義の次第を文殊菩 薩が 〔直接 〕明 らかに説 かれた ものを 〔ッ
⑭、 レn置.,e馬恥、一,げ 些 ノ→士,一}謬,工A吭山 ワ 丶1オ ン刀バ か丿 茜栗に しし音 丶君 し7こq-jVJcの⇔。ノ」
ッォンカバ は三十三 才の頃,中 観 ラマ ・ツゥ ン トゥ エ セ ン ゲ(brtson-'grus
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sen-ge)に就いてオルカの山中で教えを受けた。このラマは特に文殊に関する
特殊な咒力を持っていたようで,伝 記などによると,彼はツォンカバと文殊菩
薩 との間の通訳者であ り,ッォンカバはこのラマと共に文殊菩薩の顕現をまの
あたりに見ることが出来たと伝え られている。文殊菩薩から直接教授されたと
15
され るの はこのラマ との 出会 いの後である。そ して四十一 才の夏頃,ッ ォンカ
バ は後 に彼 の高弟 の一人 となるダ ルマ リンチ ェン(Dharmarinchen)に会
い,そ の後 の約一年間を オルカ地方の岩窟内で過 した とい う。 ジンチで文殊菩
薩 か ら直伝 を受 けたのはその間の ことであ る。或 る伝に よれば,そ のさ らに一
年後 の四十二 才の時 にツ ォンカバ は,先 に ジンチで文殊菩薩か ら受けた教 えを
16
まとめて著述 したと言 う。 「極楽願文」が著述されたのも恐 らくこの時期のこ
とと考えて大過なかろうと思われる。ツォンカバの四十二才といえば,1399年
にあたる。
(「極楽願文」に引用あるいは要略取意されている 「無量寿経」の当該部分)
前述 したように 「極楽願文」は著者ッォンカバが瞑想中に文殊菩薩から直接
の指導を受けてそれを言葉にして著述 したと伝記ではなっているが,実 際には
本文の遂一がチベット語訳 「無量寿経」に依っている。
A)引 用
TTP,vo1.162,67-4-1zillbkod
kyimdolas'byun-babzindu
ji-skaddu/kundga'bosems
cangandag～67-5-2彡inde
riid-duSkye=bar'gyur-rozes
gangsuns-pa'o/
70-4-1zinbkodkyimdolas
ji-skaddu/gangiphra-rab
rdul-shed～70-4-6yidgnisso1/
彡esgangsuns-pa'o/
浄土宗全書第二十三巻,「梵蔵和
英合壁浄土三部経」286頁24行～
288頁16行
浄全286頁9行～17行
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B)要 略 取 意
68-1-7/delta-bu'isagzide
ni～68-2-2byas購pa'anyod-de/
68-2-2/delta-bula-sogs-pa'i
sinIjon-pa～68・2-4彡inde
yons-sugan-ba
68-2-4/sna-dro'iduskyitshe
-X68-3-1tho-rapskyandebzin-
no/
68-3-4/gzanyansa-gzide
ni-X68-3-5tshaddagkyanyod-
do/
68-3-5/deyan'babstegs
bde-ba～68-3-5gserbye-ma
tidal-ba/
68-3-51ha'ime-togud-pa-la
dah/～68-3-7tshogsdu-mas
bsten-pa/
68-4-1gzanyansa-gzithams-
cad-X68-4-5rnams-lachosston-
to%
68-4-7/rin-poche'ikhrilha'i
ras～68-4-7g彡a1-medkha血du両
ma
ムむ バ ワ へこロ　 ロロヘユ 　　 へえヨ 　　 　ぞuo一径一`8zaIIyansa-9ZIqenl
sposdanphren-ba-X68-5-1yons一
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浄 全270頁4行/kundga'bode
na～274頁3行sna-bdungyiran-
b彡inno/
浄 全282頁4行/dedag'dilta-
ste/～9行 彡indegan-barmthon-
ste/
浄 全282頁23行/kun-dga'-bo
・jig-rtengyikhams～284頁13行
tho-rapskyandebzin-no/
浄 全276頁11行/kun-dga'-bo
'ji
g-rtengyikhams～14行tshad
dagkyanyod-de/
浄 全278頁14行/'babstegs
・・一 ・.～15行gsergyi-bye-ma
bdal-badag-go/
浄 全278頁9行/1ha'ime-tog
udpa-ladan～13行tshogskyis
bsten-pa/
浄 全274頁8行thams-cadkyan
gsergyi～16行rnams-lachos
ston-to
浄 全282頁10行/rin-poche
sna-tshogs～g彡al-med-khande-
daggi12行
め ス ハ 　 ハ ギ ハ コノの ノ ヨ ヨ ロ
伊 盆 潴u貝z4行/aeltar-・
dagsposda血～282頁2行yogis-su
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sukhyab-po/
68-5-1dusdus-sulha'ispos
chu'isprin～68-5-3,bu-mo・dag
kyan.garbyed-do/
69-2-7/deyann.an=thoskyi
'khor ti69-3-1tshad-parma
'gyur-na/
69-3-3deyansews-canthams-
cadti69-3-4yon-tandu-ma
bsags-pa/
69-3-4ye-seskyimhon-par～
69-3-4rgya-mtshochen-podan
'dr
a-ba/
69-3-4sews-canthaws-cadkyi
dge-ba～69-4-4u-dum-va-radan
mtshun.s-pa
69-4噌4chos-kyirnachen-po～
69-4-5'bar-barbyed-pa/
69-5-3byan-chubkyisingi
dban-po～70・1-3gYenbarmi
'gyur-ro/
70-1-4deyanbskal-pabrgya
phrag～70-1-5tshe-dpag-med
ces-bya'o/
70-1-5debzinduphyogs
bcure-reryan～70-1-7dga'-bar
khyab-par'gyur-ro/
浄 全284頁18行/kun-dga'・bo
'jig-rtengyikhams～22行bu-mo
dagkyan.garbyed-do/
浄 全266頁16行/kun-dga'-bo
'di-1ta-stedeer-na～22行bgrans-
parmi'gyur-ro/
浄 全300頁5行/dedagni
sems-canthams-cad～10行yon-
tandu-mabsags-pa/
浄 全300頁24行/ye-seskyi
mn.on-par～302頁1行rgya-mtsho
chen-podan'dra-ba/
浄 全302頁2行/sems-cantha-
mscadkyisdge・ba～16行me-
togdanmtshuns-pa/
浄 全302頁20行chos-kyirna
chen-po～21行'bar-barbyed-pa/
浄 全292頁19行/kun-dga'-boコ
de-bzin-gsegs-pa～294頁20行mi
gYen-parses-parbya'o/より取
意
浄 全268頁12行/skal-pabrgya
phrag～17行tshe-dpag-medces-
bya'o/
浄 全264頁1行/kun-dga'-bo'on
ky毓mdorbstan=na～266頁1行
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byed-pa'o/
70-4-7the-tshomzabzin-du
derskye-ba'i～70-4-8med-par』
gnasdgas-pa'i
H
チ ベ ッ ド撰 述 の浄:土教 系 払 典.'(小畴 由)
dga'-babyed-pa'o/より取 意 ・
浄 全312頁II行/mipham-pa
deb彡in-du～18行dahbrat-ba
yin-te/
「極 楽 願 文 」 冒 頭 の 部 分 で ツ ォ ン カ バ は,rbd。g。ag_skyissans-,gyas
kyizin-duSkye-ba'dzin-pa'ismon-lamnigtso-borbde-bacangyizin-
1admigs-tebgyid-parrigs-so/(我々 が 仏 国 へ の 再 生 を 得 る た め の 願 は 主
is
と して 〔無 量 寿 仏 の 〕 極 楽 を 対 象 と して な さ れ る の が 合 理 で あ ろ う 。)」
と して,そ の 理 由 を 数 点 に ま と め て 書 き 出 して い る 。 そ の 中 で 彼 は …
rmdodanrtog-padan.gzunsdu-marphan-yongyi.skabs-subde-ba-
canduskyebarbka'stsal-pa'isgonaszin.derskye-ba'ithabsman
dugsunssin/dernamskyanda-ltargyigan-zagrnamskyiskyan
sgrub-parminus-pamisnare・ba…(多く の 経 や 分 別 や ダ ラ ニ 〔の 中 〕 の 功
徳 〔が 説 か れ る〕 部 分 で,極 楽 に 生 ま れ る こ と が 説 示 さ れ る 〔。 そ れ ら〕 を
と お し て か の 〔仏 〕 国 に 生 ま れ る 多 く の 方 法 が 説 か れ て お り,そ れ ら 〔の 方
is
法〕は今 〔の時代〕の人 々で もけっ して成 しとげ られない もの〔で〕はない。)」
として,「時」 の問題 か ら捉 らえ,さ らに本書著述の動機を書 いている 部 分で
は,
「mgosmospasgo。ba,idban.-pornon-poreams-ladetsammidgos
mod/'onkyanbdaglta-bu'idban-portul-pornamslade-bzin-duma
smos-naskye-bar'dodpa'i'dun-pa'iyuldmigsmiphgedein/(少し語
った 〔だけ〕で 〔すべて を〕理解す る 〔ような〕鋭 い能力を もった者た ちに
は不必要で あるけれ ども,し か し,私 のような劣 った能力を もった者た ちに
は,そ のよ うに語 らなければ,〔 そ こに〕生 まれた いという欣求の対象を く
⑳わ しく観察 〔出来〕 な
い。……)」
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と して,「機」の観点 か らもこの教えを捉 らえてい るようで あ る。 ただ し彼 は
他 の教えが時機不相 応の難行 である とは決 して受 け取 らな かった。彼 に とって
の極楽往生は,往 生 その ものよ りもむ しろそ の後 の こと,す なわ ちきび しい仏
道 修行を全 うす るための条件 を次 の生で満 た したいという積極的な願 いのほ う
に重点が置かれていた と考え られ る。
ッォンカバ は極 楽往生 のための修行 に関 して …
r'dun-pa'iyulzin-giyon-tanmdor-bsdus-pade-rnamdmigsphyed-
parbyasnaszin.derskye-ba-la'dun-payan-yansbyansnas'dun-pa
lugsdrag-pasin・togalche-ba…(欣求 の対象で ある 〔極楽〕国土 の功徳 を
要略 した られ ら 〔無量寿経等〕を くわ しく観 察 して,か の国へ の往生 に対す
る欣求を くりかえ しくりかえ し修 習 して 強い欣求 〔を起 こす こと〕が非常 に
@
重要で ある。…)」
と して,そ の中心 を極 楽国の観想 とそれによって起 こされ る強 い欣求の念 に置
いて いる。
往生 の因 とその成就 の しかたに関 して 「無量寿経」で は三輩 の往生を説 く部
分 があ るが,ッ ォンカバ は上輩 と中輩 とにあたる部分 までを 引用 し,そ れを三
部分 に分 けて,そ の一 々に対 して比較的詳細な解説を次の ように加えてい る。
rdelamdodan.-posrgyal-ba'od-dpagmedyan-yan.dran-padan/dge-
rtsasgodu-manasdpag-tumed-pagsog-padan/byan-chub-tusems
bskyed-padan/bsags-pa'idge-ba'irnam¢inderskye-ba'iphyir-du
smon-lam'debs-padan,bzibyas-naskye-bargsuns-pa'igsum-pani/
iinde-natheg-pathe-chungnisyod-pa'itheg-chengyirigs-suskye-ba
'dzinpa'idban-durndzad-la/lhag-magsumnithan-mongidban-du
mdzad-pa'o/(〔上に引用 した〕経 の最初の部分 〔上輩の前半部分〕 は,無 量
光仏を何度 も くりかえ し念ず る こと,そ して多 くの方面で善根を無 量に積む
こと,そ して菩提心を起 こす こと,そ して積み重ねた諸の善根をかの国に往
生す るた めに 〔廻向〕発願す ること,〔 以上の〕四つをなすな ら往生す るの
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だ と説 かれてあ る 〔のだが,そ の中の〕第三番 目 〔の菩提心 〕は大小二乗 の
うち大 乗の種姓 として往 生を得 るためになされ,残 りの三 つ は 〔大小乗〕共
通 のためにな され るのである。)
mdogsum-pasnizindersemsyan-dagpargton.-baya Skye-ba'irgyur
gsunspanisna-malayandgos-la/de'idonnizingiyon-tangyi
bkod-payan-yartdran-parbyasnasbsam-pathag-panaszinderskye-
ba'dzin-par'dod-pa'o/(〔引用 した〕経 の三番 目の部分 〔中輩の部分〕 に
よって,か の国に心を正 しく起 こす こともまた往生 の因であ ると説 かれて あ
るのは,前 〔述の諸因〕 も必要 であ 〔ると理解すべ きで あ〕 って,そ の 〔正
しく起 こす とい う言 葉の〕意 味は 〔仏〕国 の功徳 の荘厳を何度 も くりかえ し
念 じて心 をつ なぎ とめて,か の国に往生す ることを得 ようと望む こ とで あ
る。)
mdobar-basnisi-'phosnaszinderskye-ba'irgyurbstan-parnams
tshe'dinid-la'od-dpag-medmthon-bar'dod-paskyanbya-bargsuns-so
/(〔 引用 した〕経の 中間部分 〔すな わち上輩 の後半部分〕に よって は,死 ん
で か らかの国 に生 まれ るための因である と教 え られた諸 の事 が らを,こ の世
で無量 光仏を見 たい と望む者で あ って もなさね ばな らな い と説 かれて いるの
0
で あ る。)」
「無量寿経 」では この直後 に下輩 の往生,す な わち,
(-tha-nasems-bskyed-pagcigtsamde-bzin-gｧegs-pa'od-dpag-medde
yid-labyedde'dod-payanbskyed-nadedag・・・…bde-ba-can-duskye-
bar'gyur/(ただの一 度だけ心 を起 こして かの如来 に思 いをそそ ぎ,〔 かの
仏 国に対す る〕望を起 こすのみで あ って も,彼 らは……極楽 に生 まれるで あ
⑳
ろ う。)」
という,中 国 日本の浄土教家が特 に重要視す る文章 を含む部分 がつづ くので あ
るが,ッ ォンカ1¥°は これに対 しで 斟田本鯉讃 本加xて いな い。 ッォ ンカバ にと
って は,
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「zin.-duskye-bai'dun-padrag-poderskye-ba'irgyu'igtso-boyin(〔極
⑳
楽 〕 国 に 生 ま れ た い と い う 強 い 欣 求 の 念 が 往 生 の 因 の 主 た る も の で あ る)」
の で あ り,そ れ は あ く ま で
「彡ingiyon-tansesnasyan-yansemspalarag-las-pas……(〔極 楽 〕 国
の功徳を知っゼから,く りかえしくりかえし思 うことに鮪 している…覓
の で あ る 。 ・ 一
N
ツ ォ ン カ バ の 「極 楽 願 支 」 に 対 し て,チ ャ ン キ ャ(Lcali-skyanag-dban
blo-bzanchos-1dandpalbzan-po,(1642-1714),有名 な 「Lean-skyagrub-
mtha・」 を 著 したLcali-skyarol-pa'ird(》rjeとは 別 人 で あ る0)は 「zin.mchog
sgo'byedkyidmigs-rimmdor-bsdus(『最 上 国 開 門 』 の 観 想 次 第 要 略)」 と
題 す る 手 引 き 書 を 著 して い る 。
テ キ ス トは 「影 印 北 京 版 西 蔵 大 蔵 経)(TTP)」 続 篇(西 蔵 撰 述 部 「章 嘉 全
書 」 に 収 録 さ 池 て い る 。(大 谷No.6225vol.162,141-1-3kha.142a亀146a2)
こ の 書 で チ ャ ン キ ャ は 「無 量 寿 経 」 「聖 無 量 寿 無 量 慧 心 髄 ダ ラ ニ(大 谷No.
363,漢訳 で は 『阿 弥 陀 鼓 音 聲 王 陀 羅 尼 経 』)」等 を あ らた に 引 用 しつ つ,ツ ォ ン
カ バ が ま と め た 「無 量 寿 経 」 観 想 法 を さ ら に 一 歩 進 め て,儀 式 形 態 を と も な っ
た 浄 土 観 想 法 を ま と め あ げ て い る 。
チ ャ ン キ ャ に よ る 厂無 量 寿 経 」 の 引 用 は,全 部 で 三 個 所 あ る が,そ の 中 の 二
個 所 は,ッ ォ ン カ バ の 「極 楽 願 文 」 に 引 用 さ れ て い る 二 個 所 と 同 じ部 分 寮 らの
引 用 で あ る 。
1)Lcan-skya(TTP.vol.162,141-2-1)/gan-gisphra-rabrdul-shed'jig-
rtenkhams～(141-2-6)/deltabasnathosdanyidgnisso1/脳
浄 全286頁9行 ～17行
2)(141-3-1)kun-dga'-bosems-cangandagde-bzin-gｧegs-padernam-pas
～(141-3-3)'jig-rtengyikhamsbde-bacanduskye-bar'gyur-ro/
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浄 全286頁24行～288頁16行(取 意)
チ ャ ンキ ャ は,こ れ ら に 加 え て 讃 重 偈 の 部 分 を 「tshe-dpag-medran-nidkyi
彡al・nas(無量 寿 仏 御 自 身 の 御 口 か ら 〔次 の よ う に 申 さ れ て い る 〕)」と して 引 用
して い る 。
3)(141・2-7)nasnis血ongyismon-lam'diskadbtabs/～(141-2・8)de
dagSkye-bagciglasphyir-mildog
浄 全292頁8行 ～11行
「極 楽 願 文 」 か ら の 引 用 で は 「～ と い う 句 か ら～ と い う 句 ま で 」 の 様 な 省 略
形 に よ る 引 用 と,原 文 そ の ま ま の 引 用 と の 二 つ の 形 式 が と ら れ て い る 。 前 者 の
形 式 で は 次 の 三 個 所 の 引 用 が あ る 。
1)Lcali-skya(TTPvol.162,142-3-1)/nam-zigtsheyi'du-byed/nas
/'gro-ba'drengyurcig/
極 楽 願 文(TTP・voL153,71・1-8)/nam・彡igtsheyi～(71-2-2)'gro-ba
'drengyurcig/
2)(142-3-1)/ji-sridthub-mchoggo'phan/nas/bden-pa'ismon-lam'di
dagmyur'grubsog/
極 楽 願 文(71-5-6)/ji-sridthub-mcho9～(72-1-1)ldog-parmigyurcig
/(72-5・3)/sems-canyal-bar～(72-5-8)'didagmyur'grubSOg/
3)(141-5-8)/phul-byunmdzad-pas'gro-lami-zaddealsterzin/nas/
'dir
gsegsｧig/
極 楽 願 文(67-2-6)/phul-byunmdzad-pas～(67-2-8)nusb彡inbrjod/
(70-5。3)/blaredorgnas～(70-5-7)'dirgsegsSig/
原 文 そ の ま ま の 引 用 と い う形 式 を と っ て い る 部 分 は,こ の 観 想 次 第 全 体 の 中
心 部 分 を 構 成 す る も の で も あ る 。 「極 楽 願 文 」 に 叙 述 さ れ る 極 楽 国 の 様 相 は,前
述 し た よ う に そ の 遂 一 が チ ベ ッ ト語 訳 「無 量 寿 経 」 の 要 略 取 意 で あ る が,ツ ォ
ン カ バ は そ れ ぞ れ の 節(skabs)の 末 尾 に そ の 節 の 要 偈 を 付 して い る 。 チ ャ ン
キ 勘 が 引 用 して い る の は そ の 要 偈 の 部 分 で あ る 。 た だ し 最 後 の 一 偈(TTP,
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141-5-4～141-5・6)は「極 楽願文」現存 テキス トに対応す るものが見 あた らな
い。 この偈 は(「極楽願 文」70-3-1)rgyunmi'chad-dusgrogspa'o/の次に
来 るべ き偈文であ ると考 え られ る。 ・
以下 にその観想次第の 中心部分で もあ る 「極楽願文」 か らの引用 と,そ れ に
対す る試訳を提 し,チ ベ ットに於 ける 「無量寿経」受 用の一例 と した い。
zin-mchogston-padanbcas-
pa'iyon-tanyid-labyedtshul
Loan-skyaTTP.vo1.162,141-3-7
//mimjedzinnasnubkyi
phyogsnid-du%bye-bakhrag-
khrigbrgyastopsans-rgyas
kyi//zinkhamsrnamsni'das-
pargyurpana//rmad-byun.
bde-ba-canzesbya-bayod%de
26
nisa-gzirin-chendumasspras
//sin-tuHamsdga'lag-mthilIt"a-
O
burmnam%rin-chenlasgrub
ri-bomagtogs-pa//nag-po'iri
rnamskungyisdbenzingtsan
⑳/
/mdzassinrnam-dagyid-'on
⑧
zingimtha'//rin-chenbdun
gyichu'sin-ljon-padan//rin-
3031
chento-la'iｧingiphren-bayis
⑫
//yons-subskor-baskar-maszla-
bab彡in/(「極 楽 願 文 」TTP.voL
153,68-1-4-X68-1-7)
「教主 〔である無量寿仏〕をは
じめとする最上国の功徳を作意す
る方法」
娑婆世界か ら西 方 に 〔向かっ
て〕,百 千万億の仏国を過ぎたと
ころに,希有な 戞極楽"と よばれ
る 〔仏国〕がある。そ 〔の仏国〕
は大地が多くの宝によって飾 られ,
きわめて心地よく,手の掌のよう
に平坦で,宝で もって成 り立 って
いる山以外は黒山など一切なく浄
らかで,美 しく清浄で気持ちよい
〔その仏〕国の 〔周〕辺は,七種の
宝の河,樹木そして多羅宝樹の輪
によって取 り囲まれて,ち ょうど
星が月 〔を取 り囲んでいる〕よう
である。
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楽 願 文,68-3・1～68-3・3)
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ma-ladana-ka-ru//rgya-spos
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sriamsgrogcin,,bab/(極 楽 原頁
文,68-3-8～68-4-1)
//rab'byamssmon-lamstobs
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payi%sprul-skusgdul-bya'i
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チベット撰述の浄土教系仏典(小野田)
金,銀,瑠 璃 そ して水晶,珊 瑚,
赤真珠 に金 剛石,こ れ ら七つの宝
でで きた樹木 には,望 みのままの
無数 のきれいな飾 りが掛け られて
いる。 〔そ の〕木 の根,幹,枝 な
どは,柔 らかで触 れ ると快 よ く,
か ぐわ しい香 りを もっている。香
りを乗 せた 〔風〕 が 〔その木 を〕
揺 らす時,耳 に快 よい この上 ない
よい音が起 こる。
浄 らかな衆生たちの饒益の基と
して,心 をとらえる 〔程よいかお
りのする〕多摩羅,沈 香,條香,
蛇心白檀香によって薫ぜられた諸
の河の流れが,た えなる音をたて
つつ流れている。
広大な願力から来起 した宝の蓮
華から 〔光明が発せ られ,それ〕
は乗加 〔して無数の光明となる。
その各々〕の光明の先端では,正
法という蜜のご馳走をする変化身
が,所 化の人である蜂をよろこば
せている。
心の望みを残 りな くかなえる資
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bzin'khyug-ga'ithogsmed
rdzu-'phrulgyis//zinmanbgrod
nasrgyal-ba'ispyansna-ru//
rab-'byamstshogsgnisbskrun
nasscaryanni%rangizindu
dga'bdesrol-barmdzad/(極
楽 願 文69-2-4～69-2-6)
//ye-sesrgya-mtshosems-can
rgya-mtsho'iphyir//sninstobs
rgya-mtshosmazumgobgos
sin%rgyal-bargya-mtsho'idrun
duthugsbskyednas%thos-pa
52
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⑬
med%maluschostsholtshul-la
rab=tumkhas/'jig-rten'das一
財 〔である〕完全な富によって,
天地は満たされている。比べるも
のがないほどよく調えられた 〔そ
れ ら〕は,金の大地の上に大洋の
よう 〔に無辺にある。〕
す ぐれた業 〔力〕によって化生
した浄 らかな衆生は,諸相随好に
よって身はきわめて美 しく,多 く
の功徳によって心はよく説き導か
れており,あらゆる状況に於て法
悦の中に生活している。電光のご
とく速かな無障の神通によって多
くの 〔仏〕国を過えて 〔それぞれ
の仏国に住む〕勝者の御前に 〔行
き〕きわめて広大な二種 〔の善〕
を乗加 して再び自らの 〔仏〕国に
(もどり〕喜悦を もって遊戯する。
海なす智慧は 〔すべて〕海なす
衆生のためである。 〔そ して〕海
なす精神力によって 〔何ごとにも
けっして〕ひるまない防備をかた
め,海 なす勝者の前で 〔菩提〕心
を起 こして,海 なす聞法を求めて
〔けっして〕満足することな く,
教法を余すところな く求 めること
一fig_
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girgyal-SraSrnamsyin-nO/(極
楽 願 文,69-4-7～69・5-3)
//dpag-tshadstopdandrug
brgyarrabmthozin//yal-ga
to-mabrgyad-brgya'ibardu
'phyan//rt
sa-ba'ispomnidpag-
tshadlna-brgya-ba//rin-then
du-masspras-pa'ibyan-chubsin
deyidrun-naner-mdzes
rgyal-bakhyod//'oddangzi-
brjiclphamtha'mimasonzin
//'khordan.skutshetshad
gzunsmi-nus-par//'gro-ba'i
skyabs-subzugs-laphyag'tshal-
10/(「極 楽 願 文 」 現 存 テ キ ス トに
は 対 応 す る 個 所 が な い 。)
註
チベット撰述の浄土教系仏典(小野田)
によく通達 し,出世間の論説の心
髄を理解 し,教法の論説にけっし
て恐怖心をいだかず,常 に衆生の
解脱のために努力 している。それ
が主たる導師の無 量 光 仏 〔であ
り〕,そ の牟尼の種姓として生ま
れた勝者の御子息 〔である〕名高
き勇者,〔 それが〕浄土の菩薩た
ちである。
千六百 ヨージャナ(由旬)と い
うきわめて高い,そ して枝葉は八
百 ヨージャナの所まで垂れ下 り幹
の太さは五百 ヨージャナでた くさ
んの宝によって飾 られたその菩提
樹の前には,美 しい勝者であるあ
なた 〔無量寿仏がおられる。〕 光
りと威光は,そ の先端がさだかで
ない 〔程ゆきわたり〕,眷 属 〔の
数〕や寿命 〔の数〕は推 し量るこ
とが出来ない 〔。そんな風〕に し
て衆生の救護のために住 してお ら
れる 〔あなた〕に頂礼 します。
①TibetInstitut(Zurich)所蔵の筆写本(No.K,4.1)に依った。(宗 川宗満氏
による訳がある。 厂今岡教授還暦記念論文集」大正大学浄土学研究会,昭和8年,
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P・643～670)邦訳 の所 在 は藤 堂俊 英 氏 の 教 示 に よ る6『
●1b-3
●2a-2
④ サ キ ャ派全 書vol.7TheCompleteWorksof.Chosrgyal'phagspa2,62-4.5
⑤ マチ ク流 の無 量寿 仏成 就 法 はゲ ル ー派 に も伝 承 実 習 され て い る。 厂magciggrub-
pa'irgyal-molugs.kyitshe-dpag-medlabrtennasbrtanbzugs'bul
tshulgyicho-gabsgrigssramkhregsrdo-rje'isrogsinzesbyabad(rnam
parrgyal-baPhan-bdelegsbsadgli血gi'donchog,vol.2,p,317～p.350)
参 照 。
⑥ 大谷No・10602「bla-ma'irnal-'byorskor」申 の小 品。 筆 者 はGonsa1Tulku氏
(スイ ス在 住)所 蔵 の タ シル ンポ版 全 書 に依 った。
⑦ 前 註 ⑥ に同 じ。
⑧ サ キ ャ派 全 書vol.7,61-4-6
⑨ 註 ⑤ に示 したroam-rgyalglin所伝 のsadhana.P.321・
⑩ 同書P.320・
⑪ パ クパ 著 「tshe-dpag-medkyibstod-papadmo'iphren-ba'(無量 寿 仏讃"蓮
華 の花 輪")」サ キ ャ派 全 書vo1.7,63-1-1
⑫ パ クパ 著 「'od-dpag-medkyisgonassdig-pa'sbyon-ba・ithabs、(無量光 仏 を
と お して 罪 を浄 め る方 法)」 サ キ ャ派 全 書vo1.7,63-4-Z
i3TTP.vol.153,72-5-8
⑭ 「彡a1'donriermkhophyogs『bsdebs」Varanasi.出版本P・152
isRudorfKaschewsky("DASLEBENDESLAMAISTISCHENHEILIGEN
,
TSOIVGKHAPABLO-BZAIV-GRAGS-PAS(AsiatischeForschungen32,
Wiesbaden,1971)p.137.40才の 時 とす る説 もあ る。 長 尾 雅人 「西 蔵 仏 教 研究 」
P.58参照 。
1sKaschewskyp.137
⑰TTP.cig,Library所蔵 本 のcagを 採 る(85b)
isTTP.67-3-8
isTTP.67-3-3
QoTTP.70-5-1
2QTTP.70-3-8
⑳TTP.67-5-2
⑳ 浄全288頁19行 ・
⑭TTP.、68-1-3齟 層 一
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